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(57)【要約】
【課題】照明器具の制御パラメータを容易に入力するこ
とができる。
【解決手段】照明システム１００の制御パラメータ入力
方法であって、操作端末２０のカメラ２２で複数の照明
器具１０を撮像し、撮像された照明器具１０を含む画像
を、操作端末２０のタッチパネル２３に表示する工程と
、上記画像に基づいて照明器具１０の識別情報を取得す
る工程と、撮像された照明器具１０の制御パラメータを
、操作端末２０にて操作できるか否かを判断する工程と
、制御パラメータを操作端末２０にて操作できる場合に
、タッチパネル２３に、照明器具１０に対応させて識別
情報に関連する情報を表示する工程と、タッチパネル２
３に表示された画像の中から少なくとも１つの照明器具
１０が選択された場合に、タッチパネル２３に、選択さ
れた照明器具１０の制御パラメータを表示する工程と、
タッチパネル２３で、選択された照明器具１０の制御パ
ラメータを入力する工程とを含む。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の照明器具と、前記複数の照明器具の点灯を制御する照明コントローラと、前記照
明コントローラと通信する操作端末とを備える照明システムの制御パラメータ入力方法で
あって、
　前記操作端末のカメラで１または複数の前記照明器具を撮像し、前記カメラにて撮像さ
れた前記照明器具を含む画像を、前記操作端末のタッチパネルに表示する工程と、
　前記画像に基づいて前記照明器具の識別情報を取得する工程と、
　前記カメラにて撮像された前記照明器具の制御パラメータを、前記操作端末にて操作で
きるか否かを判断する工程と、
　前記制御パラメータを前記操作端末にて操作できる場合に、前記タッチパネルに、前記
照明器具に対応させて前記識別情報に関連する情報を表示する工程と、
　前記タッチパネルに表示された前記画像の中から少なくとも１つの照明器具が選択され
た場合に、前記タッチパネルに、前記選択された照明器具の制御パラメータを表示する工
程と、
　前記タッチパネルで、前記選択された照明器具の制御パラメータを入力する工程と
　を含む照明システムの制御パラメータ入力方法。
【請求項２】
　前記画像は、動画である
　請求項１に記載の照明システムの制御パラメータ入力方法。
【請求項３】
　前記カメラで１または複数の前記照明器具を撮像する場合に、前記照明器具から発信さ
れる光ＩＤを受信し、
　前記画像に基づいて前記照明器具の識別情報を取得する工程において、
　受信した前記光ＩＤに含まれる情報に基づいて前記識別情報を取得する
　請求項１または２に記載の照明システムの制御パラメータ入力方法。
【請求項４】
　さらに、前記画像を、前記タッチパネルに表示する工程と、前記制御パラメータを、前
記操作端末にて操作できるか否かを判断する工程との間に、
　受信した前記光ＩＤに含まれる情報に基づいて前記照明コントローラの識別情報を取得
する工程を含み、
　前記制御パラメータを、前記操作端末にて操作できるか否かを判断する工程において、
　取得した前記照明コントローラの識別情報と、前記操作端末と通信する照明コントロー
ラの識別情報とが一致する場合に、前記制御パラメータを、前記操作端末にて操作できる
と判断する
　請求項３に記載の照明システムの制御パラメータ入力方法。
【請求項５】
　前記カメラで１または複数の前記照明器具を撮像する場合に、前記カメラの撮像領域に
設けられた識別マーカを撮像し、
　前記画像に基づいて前記照明器具の識別情報を取得する工程において、
　撮像された前記識別マーカに含まれる情報に基づいて前記識別情報を取得する
　請求項１に記載の照明システムの制御パラメータ入力方法。
【請求項６】
　前記制御パラメータを、前記操作端末にて操作できるか否かを判断する工程において、
　前記識別マーカに、予め決められた前記照明器具の識別情報が含まれている場合に、前
記制御パラメータを、前記操作端末にて操作できると判断する
　請求項５に記載の照明システムの制御パラメータ入力方法。
【請求項７】
　さらに、前記カメラにて撮像された前記画像を静止画として保存する画像保存工程を含
み、
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　前記タッチパネルに、前記選択された照明器具の制御パラメータを表示する工程におい
て、
　前記画像保存工程で保存された前記静止画と、前記選択された照明器具の制御パラメー
タとを表示する
　請求項１～６のいずれか１項に記載の照明システムの制御パラメータ入力方法。
【請求項８】
　さらに、前記カメラにて撮像された前記画像と、前記照明器具の識別情報を取得する工
程にて得た前記識別情報とを履歴情報として保存する履歴保存工程を含み、
　前記タッチパネルに、前記選択された照明器具の制御パラメータを表示する工程におい
て、
　前記履歴情報に基づく前記画像と、前記履歴情報に基づく前記識別情報に関連する情報
と、前記選択された照明器具の制御パラメータとを表示する
　請求項１～６のいずれか１項に記載の照明システムの制御パラメータ入力方法。
【請求項９】
　前記タッチパネルに、前記選択された照明器具の制御パラメータを表示する工程におい
て、
　前記選択された照明器具と前記制御パラメータとを同時に表示する
　請求項１～８のいずれか１項に記載の照明システムの制御パラメータ入力方法。
【請求項１０】
　前記タッチパネルに表示された前記画像の中から少なくとも１つの照明器具が選択され
る場合に、前記タッチパネルに表示された前記照明器具を複数選択することで、複数の前
記照明器具をグループ化する
　請求項１～９のいずれか１項に記載の照明システムの制御パラメータ入力方法。
【請求項１１】
　前記制御パラメータは、前記照明器具の調光、調色または所属グループを決定するパラ
メータである
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の照明システムの制御パラメータ入力方法。
【請求項１２】
　照明器具の制御パラメータを表示および入力するタッチパネルと、
　１または複数の前記照明器具を撮像するカメラと、
　前記カメラにて撮像された前記照明器具を含む画像を前記タッチパネルに表示させる制
御部と
　を備え、
　前記制御部は、前記画像に基づいて前記照明器具の識別情報を取得し、前記カメラにて
撮像された前記照明器具の制御パラメータを前記制御部に基づく指令で操作できる場合に
、前記タッチパネルに、前記照明器具に対応させて前記識別情報に関連する情報を表示さ
せ、さらに、前記画像の中から少なくとも１つの照明器具が選択された場合に、前記タッ
チパネルに、前記選択された照明器具の制御パラメータを表示させ、かつ、前記制御パラ
メータの入力を受け付け可能とする
　操作端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明器具と照明コントローラと操作端末とを備える照明システムの制御パラ
メータ入力方法、および、照明システムの制御パラメータを入力する操作端末に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、照明器具と照明コントローラと操作端末とを備える照明システムが知られている
。この種の照明システムの一例として、特許文献１では、操作端末のカメラを用いて照明
器具を撮像し、撮像して得られた画像と、操作端末に予め記憶されている照明器具のレイ
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アウト情報とを照らし合わせることで、調光制御を行う照明器具を特定し、照明器具の調
光レベルを入力している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－６９４２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に記載されている方法では、操作端末に、照明器具に関する
レイアウト情報が記憶されていないと、調光制御を行う照明器具を特定することができず
、照明器具の調光などの制御パラメータを入力することができないという問題がある。ま
た、操作端末に表示された配灯図を見ながら制御パラメータの設定対象である照明器具を
選択するという操作は、直感的ではないので、選択ミスによる誤設定を生じるという問題
がある。
【０００５】
　そこで、本発明は、照明器具の制御パラメータを容易に入力することができる照明シス
テムの制御パラメータ入力方法等を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の照明システムの制御パラメータ入力方法の一態様は、複数の照明器具と、前記
複数の照明器具の点灯を制御する照明コントローラと、前記照明コントローラと通信する
操作端末とを備える照明システムの制御パラメータ入力方法であって、前記操作端末のカ
メラで１または複数の前記照明器具を撮像し、前記カメラにて撮像された前記照明器具を
含む画像を、前記操作端末のタッチパネルに表示する工程と、前記画像に基づいて前記照
明器具の識別情報を取得する工程と、前記カメラにて撮像された前記照明器具の制御パラ
メータを、前記操作端末にて操作できるか否かを判断する工程と、前記制御パラメータを
前記操作端末にて操作できる場合に、前記タッチパネルに、前記照明器具に対応させて前
記識別情報に関連する情報を表示する工程と、前記タッチパネルに表示された前記画像の
中から少なくとも１つの照明器具が選択された場合に、前記タッチパネルに、前記選択さ
れた照明器具の制御パラメータを表示する工程と、前記タッチパネルで、前記選択された
照明器具の制御パラメータを入力する工程とを含む。
【０００７】
　また、本発明の操作端末の一態様は、照明器具の制御パラメータを表示および入力する
タッチパネルと、１または複数の前記照明器具を撮像するカメラと、前記カメラにて撮像
された前記照明器具を含む画像を前記タッチパネルに表示させる制御部とを備え、前記制
御部は、前記画像に基づいて前記照明器具の識別情報を取得し、前記カメラにて撮像され
た前記照明器具の制御パラメータを前記制御部に基づく指令で操作できる場合に、前記タ
ッチパネルに、前記照明器具に対応させて前記識別情報に関連する情報を表示させ、さら
に、前記画像の中から少なくとも１つの照明器具が選択された場合に、前記タッチパネル
に、前記選択された照明器具の制御パラメータを表示させ、かつ、前記制御パラメータの
入力を受け付け可能とする。
【発明の効果】
【０００８】
　照明器具の制御パラメータを容易に入力することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】実施の形態１に係る照明システムであって、照明システムが備える照明器具、照
明コントローラ、通信アダプタおよび操作端末を示す概略図である。
【図２】実施の形態１に係る照明器具、照明コントローラ、通信アダプタおよび操作端末
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の配置の一例を示す図である。
【図３】実施の形態１に係る操作端末を用いて照明器具を撮像する様子を示す図である。
【図４】実施の形態１に係る照明システムの制御構成を示すブロック図である。
【図５】実施の形態１において操作端末に表示される画像の一例を示す図である。
【図６】実施の形態１において操作端末に表示される画像の他の一例を示す図である。
【図７】実施の形態１において操作端末に表示される画像の他の一例を示す図である。
【図８】実施の形態１に係る照明システムの制御パラメータ入力方法を示すフローチャー
トである。
【図９】実施の形態１において操作端末に表示される画像を順に示す図である。
【図１０】実施の形態２において操作端末に表示される画像の一例を示す図である。
【図１１】図１０に示す画像の後に操作端末に表示される画像を順に示す図である。
【図１２】実施の形態３において操作端末に表示される画像を順に示す図である。
【図１３】実施の形態４において操作端末に表示される画像を順に示す図である。
【図１４】実施の形態５においてタッチパネルに表示される画像を順に示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、実施の形態について、図面を参照しながら説明する。なお、以下に説明する実施
の形態は、いずれも本発明の好ましい一具体例を示すものである。したがって、以下の実
施の形態で示される、数値、形状、材料、構成要素、構成要素の配置位置および接続形態
などは、一例であって本発明を限定する主旨ではない。よって、以下の実施の形態におけ
る構成要素のうち、本発明の最上位概念を示す独立請求項に記載されていない構成要素に
ついては、任意の構成要素として説明される。
【００１１】
　なお、各図は、模式図であり、必ずしも厳密に図示されたものではない。また、各図に
おいて、実質的に同一の構成に対しては同一の符号を付しており、重複する説明は省略ま
たは簡略化する。
【００１２】
　（実施の形態１）
　［１－１．照明システムの概略構成］
　図１は、実施の形態１に係る照明システム１００であって、照明システム１００が備え
る照明器具１０、照明コントローラ３０、通信アダプタ４０および操作端末２０を示す概
略図である。図２は、照明器具１０、照明コントローラ３０、通信アダプタ４０および操
作端末２０の配置の一例を示す図である。図３は、操作端末２０を用いて照明器具１０を
撮像する様子を示す図である。
【００１３】
　照明システム１００は、複数の照明器具１０と、照明コントローラ３０と、照明コント
ローラ３０に接続されている通信アダプタ４０と、操作端末２０とを備える。図１では３
台の照明器具１０が示されているが、この図は一例であり、実際は建物の天井９０（図２
参照）などに１００台以上の照明器具が設置されることがある。
【００１４】
　まず、図１～図３を参照しながら、照明システム１００を構成する複数の照明器具１０
、照明コントローラ３０、通信アダプタ４０および操作端末２０の通信系統について説明
する。
【００１５】
　複数の照明器具１０のそれぞれと照明コントローラ３０とは、通信アダプタ４０を介し
て無線ｒ１で通信可能となっている。無線ｒ１による通信方式としては、９２０ＭＨｚ帯
または２．４ＧＨｚ帯の周波数を利用した特定小電力無線、Zigbee（登録商標）、Blueto
oth（登録商標）、または、WiFi（登録商標）などの方式が用いられる。なお、複数の照
明器具１０と通信アダプタ４０とが有線ネットワークを形成し、互いに通信可能であって
もよい。
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【００１６】
　照明コントローラ３０と操作端末２０とは、無線ｒ２で通信可能となっている。無線ｒ
２による通信方式としては、無線ｒ１と同様の方式が用いられる。なお、操作端末２０と
照明コントローラ３０は、ＵＳＢなどの接続端子により有線で通信できるようになってい
てもよい。
【００１７】
　複数の照明器具１０のそれぞれは、照明光を照射することはもちろん、光ＩＤ（Identi
fier）によって可視光通信を行うことができる。
【００１８】
　本実施の形態では、照明システム１００が、照明器具１０の制御パラメータを入力可能
な状態にある場合に、各照明器具１０から光ＩＤが発信される（図３参照）。この光ＩＤ
には、各照明器具１０の識別情報および制御パラメータなどが含まれている。照明器具１
０の識別情報とは、例えば、各照明器具１０を区別するために各照明器具１０に割り当て
られる情報である。制御パラメータとは、例えば、照明器具１０の調光、調色および所属
グループなどを決定するパラメータである。照明システム１００は、各照明器具１０から
発信された光ＩＤを操作端末２０のカメラ２２で受信し、所定の照明器具１０の識別情報
および制御パラメータなどを取得することで、所定の照明器具１０の制御パラメータを入
力できる構成となっている。
【００１９】
　［１－２．照明システムの各構成］
　次に、照明システム１００を構成する照明器具１０、操作端末２０、照明コントローラ
３０および通信アダプタ４０のそれぞれについて説明する。図４は、照明システム１００
の制御構成を示すブロック図である。
【００２０】
　照明器具１０は、記憶部１６を含む制御部１５、制御部１５に接続されている光源１７
、および通信部１１を備えている。
【００２１】
　光源１７は、例えば、白色光、赤色光、緑色光または青色光を発する複数の発光ダイオ
ードを含んでいる。光源１７は、照明システム１００が照明器具１０の制御パラメータを
入力可能な状態にある場合に、照明光とともに光ＩＤを発信する。光ＩＤを発信している
間、光源１７は、視覚では判別できないような小刻みな点滅を行う。
【００２２】
　制御部１５は、ＣＰＵ（central　processing　unit）と、記憶部１６であるＲＡＭ（R
andom　Access　Memory）およびＲＯＭ（read　only　memory）などによって構成されて
いる。
【００２３】
　記憶部１６には、照明器具１０のＭＡＣアドレス（Media　Access　Control　address
）またはＵＤＩＤ（Unique　Device　IDentifier）などの識別情報（ＩＤ）が保存されて
いる。また、記憶部１６には、照明コントローラ３０の識別情報が保存されている。照明
コントローラ３０の識別情報は、照明器具１０と照明コントローラ３０とをペアリングす
ることで、記憶部１６に予め書き込まれている。
【００２４】
　制御部１５は、光源１７を調光制御および／または調色制御する。また制御部１５は、
光源１７の光を変調させることで、光源１７から光ＩＤを発信させる。この光ＩＤの中に
は、各照明器具１０の識別情報および制御パラメータ、ならびに、照明コントローラ３０
の識別情報が含まれている。
【００２５】
　通信部１１は、例えばアンテナおよび無線モジュールなどであり、通信アダプタ４０を
介して照明コントローラ３０と通信する。照明器具１０は、通信部１１を介して照明コン
トローラ３０から制御パラメータの入力指令を受けた場合に、入力された制御パラメータ
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に基づいて、明るさまたは光色などを変化するように構成されている。
【００２６】
　照明コントローラ３０は、照明器具１０それぞれの点灯制御を行う管理サーバである。
照明コントローラ３０は、図４に示されるように、記憶部３６を有する制御部３５と、制
御部３５に接続されている通信部３１とを備えている。制御部３５には、通信アダプタ４
０が接続されている。なお、通信アダプタ４０は、例えばアンテナおよび無線モジュール
であり、照明コントローラ３０の外部に設けられている。
【００２７】
　制御部３５は、ＣＰＵと、記憶部３６であるＲＡＭおよびＲＯＭなどにより構成されて
いる。記憶部３６には、照明システム１００に入力された照明器具１０の制御パラメータ
が書き込まれる。通信部３１は、操作端末２０と無線ｒ２で通信する。制御部３５は、操
作端末２０と通信する際に、照明コントローラ３０の識別情報を操作端末２０に送信する
ようになっている。
【００２８】
　操作端末２０は、例えばタブレット端末やスマートフォンであり、本実施の形態では、
照明器具１０の制御パラメータを入力する設定器である。操作端末２０は、記憶部２６を
有する制御部２５、制御部２５に接続されている通信部２１、カメラ２２およびタッチパ
ネル２３を備えている。
【００２９】
　通信部２１は、例えばアンテナおよび無線モジュールなどである。操作端末２０は、照
明コントローラ３０と通信する際に、照明コントローラ３０の識別情報を受信する。また
、入力された照明器具１０の制御パラメータを照明コントローラ３０に送信する。
【００３０】
　カメラ２２は、撮像素子を有している。カメラ２２は、操作端末２０のタッチパネル２
３を有する面の反対側の面に設けられており、例えばカメラ２２を天井９０に向けること
で、天井９０等に設置されている複数の照明器具１０を撮像することができる。また、カ
メラ２２は、各照明器具１０から発信される光ＩＤを受信する。光ＩＤを受信する場合、
カメラ２２にて撮像する画像は動画である。
【００３１】
　制御部２５は、ＣＰＵと、記憶部２６であるＲＡＭおよびＲＯＭなどにより構成されて
いる。制御部２５は、カメラ２２にて受信した光ＩＤに含まれる情報に基づいて各照明器
具１０の識別情報および、各照明器具１０を制御する照明コントローラ３０の識別情報を
取得する。
【００３２】
　また、制御部２５は、撮像された照明器具１０の制御パラメータを自身で操作できるか
否かを判断する。具体的には、光ＩＤに含まれる照明コントローラ３０の識別情報と、通
信部２１を介して取得した照明コントローラ３０の識別情報とが同じか否かを判断し、同
じであれば、撮像された照明器具１０の制御パラメータを操作可能であると判断する。
【００３３】
　タッチパネル２３は、カメラ２２にて撮像された照明器具１０を含む画像を表示する。
図５は、操作端末２０に表示される画像の一例を示す図である。図６および図７は、操作
端末２０に表示される画像の他の一例を示す図である。
【００３４】
　図５～図７に示されるように、タッチパネル２３は、カメラ画像表示部２３ａと、パラ
メータ選択部２３ｂと、パラメータ表示入力部２３ｃとを有している。
【００３５】
　カメラ画像表示部２３ａは、カメラ２２にて撮像された照明器具１０を含む画像を表示
する部分である。カメラ画像表示部２３ａには、各照明器具１０に対応させて、各照明器
具１０の識別情報に関連する情報が表示される。例えば、図５では、各照明器具１０に対
応させて識別情報に関連する情報である番号「１～１０」が表示されている。ユーザは、
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カメラ画像表示部２３ａに表示された画像から、制御パラメータを調整すべき照明器具１
０を選択することができる。
【００３６】
　パラメータ選択部２３ｂは、選択すべき制御パラメータを表示する部分である。図６で
は、パラメータ選択部２３ｂに、制御パラメータの選択候補として「グループ」、「明る
さ、光色」、「通信アダプタ」が表示されている。例えば「明るさ、光色」がタッチされ
た場合、「明るさ、光色」がこれから調整入力する制御パラメータとして選択される。
【００３７】
　パラメータ表示入力部２３ｃは、制御パラメータを表示かつ入力する部分である。図７
では、番号「３」の照明器具１０がこれから制御パラメータを調整する照明器具１０とし
て表示され、また、明るさおよび光色を調整するための調整バーが表示されている。この
調整バーを用いて各制御パラメータを変更することで、明るさおよび光色に関する制御パ
ラメータを入力することができる。
【００３８】
　［１－３．照明システムの制御パラメータ入力方法］
　次に、照明システム１００の制御パラメータ入力方法について具体的に説明する。
【００３９】
　図８は、照明システム１００の制御パラメータ入力方法を示すフローチャートである。
図９は、操作端末２０に表示される画像を順に示す図である。
【００４０】
　まず、図９の（ａ）に示されるように、操作端末２０のタッチパネル２３に「照明器具
の調整を行います」というメッセージが表示される。タッチパネル２３の「スタート」キ
ーがタッチされると、照明器具１０の制御パラメータが入力可能な状態となる。この「ス
タート」キーの押下によって、各照明器具１０から光ＩＤが発信される。
【００４１】
　次に、操作端末２０のカメラ２２で複数の照明器具１０を撮像し（Ｓ１１）、また、カ
メラ２２に撮像された照明器具１０を含む画像を、タッチパネル２３に表示する（Ｓ１２
）。具体的には、操作端末２０のカメラ２２を天井９０に向けて、複数の照明器具１０を
撮像する。撮像された画像は、ほぼダイレクトにタッチパネル２３に表示される。これに
より、ユーザは、カメラ２２越しに複数の照明器具１０を見ることができる。なお、撮像
対象とする照明器具１０は、複数台に限られず１台であってもよい。本実施の形態では、
撮像する画像は動画であり、カメラ２２は各照明器具１０から発信される光ＩＤを受信す
る。カメラ２２の向きを変えたり、レンズのズームを変えることで、撮像対象とする照明
器具１０を変えることができる。
【００４２】
　次に、撮像された画像に基づいて、照明器具１０の識別情報を取得する（Ｓ１３）。前
述したように、各照明器具１０からは光ＩＤが発信されている。発信された光ＩＤには各
照明器具１０の識別情報および照明コントローラ３０の識別情報が含まれている。操作端
末２０の制御部２５は、受信した光ＩＤに含まれる情報から照明器具１０の識別情報およ
び照明コントローラ３０の識別情報を抽出する。
【００４３】
　次に、操作端末２０は、撮像された照明器具１０の制御パラメータを、操作端末２０に
て操作できるか否かを判断する（Ｓ１４）。具体的には、ステップＳ１３にて取得した照
明コントローラ３０の識別情報と、操作端末２０と実際に通信している照明コントローラ
３０の識別情報とが一致する場合は、操作端末２０は制御パラメータを操作できると判断
する（Ｓ１４のＹｅｓ）。識別情報が一致しない場合には、操作端末２０は制御パラメー
タを操作できないと判断して（Ｓ１４のＮｏ）、元のステップＳ１１に戻る。
【００４４】
　照明器具１０の制御パラメータを操作端末２０にて操作できる場合には、タッチパネル
２３に、照明器具１０に対応させて識別情報に関連する情報を表示する（Ｓ１５）。具体
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的には、図９の（ｂ）に示されるように、各照明器具１０に対応して１対１で番号「１～
１０」が表示される。なお、識別情報に関連する情報は、数字に限られず、アルファベッ
ト、記号または識別情報（ＭＡＣアドレスやＵＤＩＤなど）そのものであってもよい。
【００４５】
　タッチパネル２３には、パラメータ選択部２３ｂに、選択すべき制御パラメータが表示
される。例えば、図９の（ｃ）に示されるように、「グループ」、「明るさ、光色」、「
通信アダプタ」という制御パラメータの選択候補が表示される。図９の（ｃ）では、制御
パラメータとして「明るさ、光色」が選択されている。
【００４６】
　次に、タッチパネル２３に表示された画像の中から所定の照明器具１０を選択する（Ｓ
１６）。具体的には、図９の（ｄ）に示されるように、ユーザがタッチパネル２３の画像
の中から、制御パラメータを調整すべき照明器具１０をタッチすることで選択する。選択
する照明器具１０は、１台でもよいし複数台でもよい。図９の（ｄ）では、番号「３」に
対応する照明器具１０が選択されている。
【００４７】
　制御パラメータを調整すべき照明器具１０が選択されると、タッチパネル２３には、選
択した照明器具１０の制御パラメータが表示される（Ｓ１７）。例えば、図９の（ｅ）に
示されるように、パラメータ表示入力部２３ｃに、選択された番号「３」の照明器具１０
の「明るさ」、「光色」を調整する調整バーが表示される。この調整バーは、選択された
照明器具１０と同時にタッチパネル２３上に表示される。
【００４８】
　次に、タッチパネル２３で、選択された照明器具１０の制御パラメータを入力する（Ｓ
１８）。例えば、図９の（ｅ）に示されるように、「明るさ」または「光色」の調整バー
を動かすことで、明るさまたは光色に関する制御パラメータを調整することができる。こ
の時、ユーザは、照明器具１０の明るさまたは光色の変化具合をタッチパネル２３上で確
認しながら調整することができる。
【００４９】
　次に、タッチパネル２３に表示された「完了」キーが押下されると、調整した制御パラ
メータが操作端末２０に入力される。入力された制御パラメータは、操作端末２０から照
明コントローラ３０に送信され、照明コントローラ３０の記憶部３６に記憶される。照明
器具１０は、入力された制御パラメータに基づいて点灯制御される。また、「完了」キー
が押下されることで、照明器具１０における光ＩＤの発信が停止される。
【００５０】
　このように、ユーザは、カメラ２２越しに表示された照明器具１０を見ながら、制御パ
ラメータを調整すべき照明器具１０を選択し、選択した照明器具１０の制御パラメータを
入力することができる。そのため、操作端末２０に照明器具１０のレイアウト情報を予め
記憶していなくても、容易に照明器具１０のパラメータを入力することができる。また、
タッチパネル２３上において、撮像された照明器具１０と、照明器具１０の制御パラメー
タとが同時に並んで表示されるため、ユーザが、上記照明器具１０と上記制御パラメータ
とを目で確認しながら入力作業を行うことができる。これにより、制御パラメータの入力
ミスを抑制し、また、入力作業にかかる時間を短縮することができる。また、操作端末２
０に表示された配灯図等の照明器具１０の識別情報と、実空間に設置された照明器具１０
とを照合する作業を必要とせず、カメラ２２で撮像した照明器具１０を直接選択すること
によって、制御対象の照明器具１０を簡単にすばやく選択することができる。
【００５１】
　［１－４．効果等］
　本実施の形態に係る照明システム１００の制御パラメータ入力方法は、複数の照明器具
１０と、複数の照明器具１０の点灯を制御する照明コントローラ３０と、照明コントロー
ラ３０と通信する操作端末２０とを備える照明システム１００の制御パラメータ入力方法
であって、操作端末２０のカメラ２２で１または複数の照明器具１０を撮像し、カメラ２
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２にて撮像された照明器具１０を含む画像を、操作端末２０のタッチパネル２３に表示す
る工程（Ｓ１１、Ｓ１２）と、上記画像に基づいて照明器具１０の識別情報を取得する工
程（Ｓ１３）と、カメラ２２にて撮像された照明器具１０の制御パラメータを、操作端末
２０にて操作できるか否かを判断する工程（Ｓ１４）と、制御パラメータを操作端末２０
にて操作できる場合に、タッチパネル２３に、照明器具１０に対応させて識別情報に関連
する情報を表示する工程（Ｓ１５）と、タッチパネル２３に表示された画像の中から少な
くとも１つの照明器具１０が選択された場合に、タッチパネル２３に、選択された照明器
具１０の制御パラメータを表示する工程（Ｓ１７）と、タッチパネル２３で、選択された
照明器具１０の制御パラメータを入力する工程（Ｓ１８）とを含む。
【００５２】
　このように、撮像された照明器具１０を含む画像をタッチパネル２３に表示し、タッチ
パネル２３で照明器具１０の制御パラメータを入力することで、例えば操作端末２０に照
明器具１０のレイアウト情報を予め記憶していなくても、容易に照明器具１０のパラメー
タを入力することができる。また、カメラ２２にて撮像された照明器具１０の制御パラメ
ータを、操作端末２０にて操作できるか否かを判断することで、制御パラメータを調整す
ることができる照明器具１０を容易に見分けることができ、制御パラメータを入力する際
の作業性を向上することができる。
【００５３】
　また、上記画像は、動画であってもよい。
【００５４】
　これによれば、目の前に配置されている照明器具１０の動作状態を把握しながら、照明
器具１０の制御パラメータを入力することができる。
【００５５】
　また、カメラ２２で１または複数の照明器具１０を撮像する場合に、照明器具１０から
発信される光ＩＤを受信し、上記画像に基づいて照明器具１０の識別情報を取得する工程
（Ｓ１３）において、受信した光ＩＤに含まれる情報に基づいて識別情報を取得してもよ
い。
【００５６】
　このように、光ＩＤを用いることで、照明器具１０の識別情報を早く正確に取得するこ
とができる。
【００５７】
　さらに、上記画像を、タッチパネル２３に表示する工程（Ｓ１２）と、制御パラメータ
を、操作端末２０にて操作できるか否かを判断する工程（Ｓ１４）との間に、受信した光
ＩＤに含まれる情報に基づいて照明コントローラ３０の識別情報を取得する工程を含み、
制御パラメータを、操作端末２０にて操作できるか否かを判断する工程（Ｓ１４）におい
て、取得した照明コントローラ３０の識別情報と、操作端末２０と通信する照明コントロ
ーラ３０の識別情報とが一致する場合に、制御パラメータを、操作端末２０にて操作でき
ると判断してもよい。
【００５８】
　このように、照明器具１０に繋がっている照明コントローラ３０と、操作端末２０に繋
がっている照明コントローラ３０とが一致するかを確認することで、制御パラメータを調
整することができる照明器具１０を容易に見分けることができる。
【００５９】
　また、タッチパネル２３に、選択された照明器具１０の制御パラメータを表示する工程
（Ｓ１７）において、選択された照明器具１０と制御パラメータとを同時に表示してもよ
い。
【００６０】
　これによれば、ユーザが、撮像された照明器具１０と、照明器具１０の制御パラメータ
とを目で確認しながら入力作業を行うことができる。これにより、パラメータの入力ミス
が抑制され、また、入力作業にかかる時間を短縮することができる。
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【００６１】
　また、制御パラメータは、照明器具１０の調光、調色または所属グループを決定するパ
ラメータであってもよい。
【００６２】
　本実施の形態によれば、制御パラメータの一例である照明器具１０の調光、調色または
所属グループを容易に入力することができる。
【００６３】
　本実施の形態に係る操作端末２０は、照明器具１０の制御パラメータを表示および入力
するタッチパネル２３と、１または複数の照明器具１０を撮像するカメラ２２と、カメラ
２２にて撮像された照明器具１０を含む画像をタッチパネル２３に表示させる制御部２５
とを備える。制御部２５は、上記画像に基づいて照明器具１０の識別情報を取得し、カメ
ラ２２にて撮像された照明器具１０の制御パラメータを制御部２５に基づく指令で操作で
きる場合に、タッチパネル２３に、照明器具１０に対応させて識別情報に関連する情報を
表示させる。さらに、上記画像の中から少なくとも１つの照明器具１０が選択された場合
に、タッチパネル２３に、選択された照明器具１０の制御パラメータを表示させ、かつ、
制御パラメータの入力を受け付け可能とする。
【００６４】
　これによれば、撮像された照明器具１０を含む画像をタッチパネル２３に表示し、タッ
チパネル２３で照明器具１０の制御パラメータを入力することができるので、例えば操作
端末２０に照明器具１０のレイアウト情報を予め記憶していなくても、容易に照明器具１
０のパラメータを入力することができる。また、カメラ２２にて撮像された照明器具１０
の制御パラメータを、操作端末２０にて操作できるか否かを判断することで、制御パラメ
ータを調整することができる照明器具１０を容易に見分けることができ、制御パラメータ
を入力する際の作業性を向上することができる。
【００６５】
　（実施の形態２）
　実施の形態２は、複数の照明器具１０をグループ化する形態である。図１０は、実施の
形態２において操作端末２０に表示される画像の一例を示す図である。図１１は、図１０
に示す画像の後に、操作端末２０に表示される画像を順に示す図である。
【００６６】
　まず、実施の形態１と同様にステップＳ１１～Ｓ１５が実行される。そしてステップＳ
１５において、タッチパネル２３のパラメータ選択部２３ｂに、制御パラメータの選択候
補が表示される。例えば、図１０に示されるように、「グループ」、「明るさ、光色」、
「通信アダプタ」という制御パラメータの選択候補が表示される。実施の形態２では、こ
れから調整すべき制御パラメータとして「グループ」が選択される。
【００６７】
　次に、タッチパネル２３に表示された画像の中から所定の照明器具１０を選択する（Ｓ
１６）。具体的には、図１１の（ａ）に示されるように、ユーザが、タッチパネル２３の
画像の中からグループ化すべき照明器具１０を選択する。選択する照明器具１０は、１台
でもよいし複数台でもよい。図１１の（ｂ）では、画像中の左半分に位置する複数の照明
器具１０が選択されている。
【００６８】
　グループ化すべき所定の照明器具１０が選択されると、タッチパネル２３には、選択さ
れた照明器具１０の制御パラメータが表示される（Ｓ１７）。例えば、図１１の（ｂ）に
示されるように、パラメータ表示入力部２３ｃに、照明器具１０の所属グループ名がダウ
ンメニューとして表示される。
【００６９】
　次に、タッチパネル２３で、選択された照明器具１０の制御パラメータを入力する（Ｓ
１８）。例えば、ダウンメニューから「グループ１」を選択することで、図１１の（ｃ）
に示されるように、選択された照明器具１０がグループ１に所属するように調整される。
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このようにパラメータ表示入力部２３ｃでグループに関する制御パラメータを調整するこ
とで、照明器具１０の所属グループを入力することができる。この時、ユーザは、グルー
プ化した照明器具１０が、複数の照明器具１０の全体のどの位置にあるかをタッチパネル
２３上で確認しながら調整し、入力することができる。
【００７０】
　実施の形態２における照明システム１００の制御パラメータ入力方法では、操作端末２
０に表示された配灯図等の照明器具１０の識別情報と、実空間に設置された照明器具１０
とを照合する作業を必要とせず、カメラ２２で撮像した照明器具１０を直接選択すること
によって、制御対象の照明器具１０を簡単にすばやく選択することができる。
【００７１】
　また、実施の形態２の照明システム１００の制御パラメータ入力方法では、タッチパネ
ル２３に表示された画像の中から少なくとも１つの照明器具１０が選択される場合に、タ
ッチパネル２３に表示された照明器具１０を複数選択することで、複数の照明器具１０を
グループ化する。
【００７２】
　これによれば、ユーザが、照明器具１０のグループ化状況を目で確認しながら入力作業
を行うことができる。これにより、制御パラメータの入力ミスを抑制し、また、入力作業
にかかる時間を短縮することができる。
【００７３】
　（実施の形態３）
　実施の形態３は、照明器具１０の制御パラメータの入力を、静止画をベースに行う形態
である。図１２は、実施の形態３において操作端末２０に表示される画像を順に示す図で
ある。
【００７４】
　まず、図１２の（ａ）に示されるように、操作端末２０のカメラ２２で複数の照明器具
１０を撮像し（Ｓ１１）、カメラ２２に撮像された照明器具１０を含む画像を、タッチパ
ネル２３に表示する（Ｓ１２）。さらに、実施の形態１と同様にステップＳ１３～Ｓ１５
を実行する。
【００７５】
　その後、実施の形態３では、図１２の（ｂ）に示されるように、カメラ２２にて撮像さ
れた画像を静止画として保存する画像保存工程が実行される。具体的には、撮像された照
明器具１０を含む画像と、照明器具１０に対応する識別情報に関連する情報（例えば番号
「１～１０」）とが静止画として保存されるとともに、タッチパネル２３に表示される。
静止画の保存が終了すると、照明器具１０の光ＩＤの発信が停止される。
【００７６】
　次に、図１２の（ｃ）に示されるように、タッチパネル２３に表示された静止画を見な
がら、実施の形態１と同様にステップＳ１６～Ｓ１８が実行される。なお、ステップＳ１
７では、画像保存工程で保存された静止画（照明器具１０の画像および識別情報に関連す
る情報）と、選択された照明器具１０の制御パラメータとが表示される。
【００７７】
　ステップＳ１８を終えた後、タッチパネル２３に表示された「完了」キーが押下される
と、調整した制御パラメータが操作端末２０に入力される。入力された制御パラメータは
、操作端末２０から照明コントローラ３０に送信され、照明コントローラ３０の記憶部３
６に記憶される。照明器具１０は、入力された制御パラメータに基づいて点灯制御される
。
【００７８】
　実施の形態３における照明システム１００の制御パラメータ入力方法では、操作端末２
０に表示された配灯図等の照明器具１０の識別情報と、実空間に設置された照明器具１０
とを照合する作業を必要とせず、カメラ２２で撮像した照明器具１０を直接選択すること
によって、制御対象の照明器具１０を簡単にすばやく選択することができる。
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【００７９】
　実施の形態３では、さらに、カメラ２２にて撮像された画像を静止画として保存する画
像保存工程を含み、タッチパネル２３に、選択された照明器具１０の制御パラメータを表
示する工程において、画像保存工程で保存された静止画と、選択された照明器具１０の制
御パラメータとを表示する。
【００８０】
　これによれば、カメラ２２にて照明器具１０を撮像し続けなくても、照明器具１０の制
御パラメータを入力することができる。これにより、照明器具１０の制御パラメータ入力
の作業性を向上することができる。
【００８１】
　（実施の形態４）
　実施の形態４は、照明器具１０の制御パラメータの入力を、照明器具１０を撮像した場
所と異なる場所にて行う形態である。図１３は、実施の形態４において操作端末２０に表
示される画像を順に示す図である。
【００８２】
　まず、図１３の（ａ）に示されるように、操作端末２０のカメラ２２で複数の照明器具
１０を撮像し（Ｓ１１）、カメラ２２に撮像された照明器具１０を含む画像を、タッチパ
ネル２３に表示する（Ｓ１２）。さらに、実施の形態１と同様にステップＳ１３～Ｓ１５
を実行する。
【００８３】
　その後、実施の形態４では、カメラ２２にて撮像された画像と、照明器具１０の識別情
報とを履歴情報として保存する履歴保存工程が実行される。具体的には、タッチパネル２
３に表示されている照明器具１０と、照明器具１０に対応する識別情報に関連する情報（
例えば番号「１～１０」）とが、履歴情報として保存される。
【００８４】
　次に、図１３の（ｂ）に示されるように、撮像場所とは異なる場所において、履歴保存
工程にて保存された履歴情報が呼び出される。履歴情報の呼び出しにあたっては、まず、
図１３の（ｃ）に示されるように、履歴一覧がタッチパネル２３に表示される。ユーザは
、履歴一覧から調整対象とする履歴をタッチして選択する。すると、図１３の（ｄ）に示
されるように、選択された調整対象の履歴情報がタッチパネル２３に表示される。以下、
実施の形態１と同様にステップＳ１６～Ｓ１８が実行される。なお、ステップＳ１７では
、履歴情報に基づく画像と、履歴情報に基づく識別情報に関連する情報と、選択された照
明器具１０の制御パラメータとが表示される。
【００８５】
　ステップＳ１８を終えた後、タッチパネル２３に表示された「完了」キーが押下される
と、調整した制御パラメータが操作端末２０に入力し保存される。入力された制御パラメ
ータは、操作端末２０が元の撮像場所に移動された後、操作端末２０から照明コントロー
ラ３０に送信されることで、照明コントローラ３０の記憶部２６に記憶される。照明器具
１０は、入力された制御パラメータに基づいて点灯制御される。なお、照明器具１０にお
ける光ＩＤの発信は、履歴保存工程の終了時に停止される。
【００８６】
　実施の形態４における照明システム１００の制御パラメータ入力方法では、操作端末２
０に表示された配灯図等の照明器具１０の識別情報と、実空間に設置された照明器具１０
とを照合する作業を必要とせず、カメラ２２で撮像した照明器具１０を直接選択すること
によって、制御対象の照明器具１０を簡単にすばやく選択することができる。
【００８７】
　実施の形態４では、さらに、カメラ２２にて撮像された画像と、照明器具１０の識別情
報を取得する工程にて得た識別情報とを履歴情報として保存する履歴保存工程を含み、タ
ッチパネル２３に、選択された照明器具１０の制御パラメータを表示する工程において、
履歴情報に基づく画像と、履歴情報に基づく識別情報に関連する情報と、選択された照明
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器具１０の制御パラメータとを表示する。
【００８８】
　このように、履歴情報を記憶することで、記憶された履歴情報を別の場所、別の時間に
呼び出して、照明器具１０の制御パラメータを入力することができる。これにより、撮像
現場にいなくても照明器具１０の制御パラメータを入力できるため、利便性を向上するこ
とができる。
【００８９】
　（実施の形態５）
　実施の形態５は、識別マーカ９５を用いて照明器具１０の識別情報等を取得する形態で
ある。図１４は、実施の形態５においてタッチパネル２３に表示される画像を順に示す図
である。
【００９０】
　まず、操作端末２０のカメラ２２で複数の照明器具１０を撮像し（Ｓ１１）、また、カ
メラ２２に撮像された照明器具１０を含む画像を、タッチパネル２３に表示する（Ｓ１２
）。具体的には、操作端末２０のカメラ２２を天井９０に向けて、複数の照明器具１０を
撮像する。撮像された画像は、図１４の（ａ）に示されるように、ほぼダイレクトにタッ
チパネル２３に表示される。
【００９１】
　実施の形態５では、撮像する画像は静止画であり、カメラ２２は、カメラ２２の撮像領
域に設けられた識別マーカ９５を撮像する。識別マーカ９５は、天井９０の各照明器具１
０の間に設けられている。識別マーカ９５は、例えば、赤外線マーカであり、予め決めら
れた照合情報および照明器具１０の識別情報が含まれている。なお、カメラ２２は、赤外
線を撮像することができる撮像素子を有している。
【００９２】
　次に、撮像された画像に基づいて、照明器具１０の識別情報を取得する（Ｓ１３）。具
体的には、制御部２５が、撮像された識別マーカ９５に含まれている情報に基づいて、照
明器具１０の識別情報等を取得する。操作端末２０には、識別マーカ９５と照明器具１０
との相対的な位置関係（識別マーカ９５と照明器具１０との位置座標が入力された平面図
）が予め入力されている。識別マーカ９５は、カメラ２２で撮像された領域の座標基準点
として検出される。これにより、操作端末２０は、カメラ２２で撮像した識別マーカ９５
と照明器具１０との位置関係から、各照明器具１０の識別情報を算出することができる。
【００９３】
　次に、操作端末２０は、撮像された照明器具１０の制御パラメータを、操作端末２０に
て操作できるか否かを判断する（Ｓ１４）。具体的には、カメラ２２で撮像された識別マ
ーカ９５に、予め決められた照明器具１０の識別情報が含まれている場合は、操作端末２
０は制御パラメータを操作できると判断する（Ｓ１４のＹｅｓ）。識別マーカ９５に、予
め決められた照明器具１０の識別情報が含まれていない場合には、操作端末２０は制御パ
ラメータを操作できないと判断して（Ｓ１４のＮｏ）、元のステップＳ１１に戻る。
【００９４】
　照明器具１０の制御パラメータを操作端末２０にて操作できる場合には、タッチパネル
２３に、照明器具１０に対応させて識別情報に関連する情報を表示する（Ｓ１５）。具体
的には、図１４の（ｂ）に示されるように、各照明器具１０に対して１対１で番号「１～
１０」が表示される。以降は、実施の形態１と同様に、ステップＳ１６～Ｓ１８が実行さ
れる。
【００９５】
　実施の形態５における照明システム１００の制御パラメータ入力方法では、操作端末２
０に表示された配灯図等の照明器具１０の識別情報と、実空間に設置された照明器具１０
とを照合する作業を必要とせず、カメラ２２で撮像した照明器具１０を直接選択すること
によって、制御対象の照明器具１０を簡単にすばやく選択することができる。
【００９６】
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　また、実施の形態５では、カメラ２２で１または複数の照明器具１０を撮像する場合に
、カメラ２２の撮像領域に設けられた識別マーカ９５を撮像し、撮像された識別マーカ９
５に含まれる情報に基づいて照明器具１０の識別情報を取得する（Ｓ１３）。
【００９７】
　このように、識別マーカ９５を用いることで、照明器具１０の識別情報を早く正確に取
得することができる。また、識別マーカ９５を用いることで、撮像された画像が静止画で
あっても照明器具１０の識別情報を取得することができる。
【００９８】
　また、制御パラメータを、操作端末２０にて操作できるか否かを判断する工程（Ｓ１４
）において、識別マーカ９５に、予め決められた照明器具１０の識別情報が含まれている
場合に、制御パラメータを、操作端末２０にて操作できると判断してもよい。
【００９９】
　このように、予め決められた識別マーカ９５が含まれているかを確認することで、制御
パラメータを調整することができる照明器具１０を容易に見分けることができる。
【０１００】
　（その他の形態）
　以上、照明システム１００の制御パラメータ入力方法等について、実施の形態に基づい
て説明したが、本発明は、上記の実施の形態に限定されるものではない。例えば、上記の
実施の形態に対して当業者が思いつく各種変形を施して得られる形態や、本発明の趣旨を
逸脱しない範囲で実施の形態における構成要素および機能を任意に組み合わせることで実
現される形態も本発明に含まれる。
【０１０１】
　例えば、実施の形態１において、照明コントローラ３０に接続される通信アダプタ４０
は１台に限られず、複数台であってもよい。通信アダプタ４０が複数台の場合、制御パラ
メータとして「通信アダプタ」を選択し、所定の通信アダプタ４０を入力することで、照
明器具１０が接続される通信アダプタ４０を変更入力するようにしてもい。
【符号の説明】
【０１０２】
　１０　　照明器具
　２０　　操作端末
　２２　　カメラ
　２３　　タッチパネル
　３０　　照明コントローラ
　９５　　識別マーカ
　１００　照明システム
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